
「生成部分グラフ」という用語について

グラフに関する用語「生成部分グラフ」については以下に述べるように注意が必要である．
G = (V,E)の部分グラフG′ = (V ′, E′) (V ′ ⊆ V,E′ ⊆ E)を考える．

• u, v ∈ V ′である辺 (u, v) ∈ EをE′が全て含むとき，すなわち

E′ = {(u, v) ∈ E | u, v ∈ V ′}

であるとき，G′を誘導部分グラフ (induced subgraph)であるという [11]．また，こ
のとき G′は V ′が誘導する (induce, あるいは V ′で誘導される (induced by)) Gの
部分グラフであるという．

• V ′ = V であるときG′を全域部分グラフ (spanning subgraph)と呼ぶ [11]．

induceの訳としては「誘導する」の他に「生成する」がある [1, 3]．このため，誘導部分
グラフのことを生成部分グラフということもある [5, 6, 7]．英語で induced subgraphを
spanned subgraphと呼ぶこともあり，後者の訳語として生成部分グラフを用いている書
籍もある [2]．
一方，生成部分グラフは全域部分グラフのことを指すこともある [3, 4, 9]．このため，生
成部分グラフという語を使う際や論文や書籍で見かけた場合には，混乱がないよう注意が
必要である．
なお，spanningの訳としては「全域」の他にも「全張」「全点」「スパニング」なども
あり [8]，spanning subgraphを「弧部分グラフ」と呼ぶこともある [1]．また，induced

subgraphを「導出部分グラフ」と呼ぶこともある [6]．辺集合が誘導する部分グラフの説
明に「生成される」を用い，頂点集合が誘導する部分グラフの説明にはセクション部分グ
ラフ (section subgraph)という語を用いている書籍もある [10]．これら全てが広く使われ
ているわけではないものの，このようにグラフに関する用語には統一されていないものが
あり，生成部分グラフのようにひとつの言葉が異なる意味に使われることもあるので，注
意が必要である．
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